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１.  趣　旨

障害のある児童生徒については、その障害の状態や発達段階、特性等に

応じて、その可能性を最大限に伸ばし、自立し、社会参加するために必要

な力を培うことが重要です。

このため、現在、我が国においては、個々の児童生徒の障害の状態に応

じて、盲・聾・養護学校又は、小・中学校の特殊学級あるいは通級による

指導において、適切な施設・設備を整えた上で、手厚い教員配置の下、障

害に基づく種々の困難を改善・克服し、自立し、社会参加するための教育

が実施されています。

障害の程度が比較的軽く、通常の学級の中で教育が受けられる児童生徒

は、平成５年の「通級による指導」の制度化以前においては、通常の学級

で留意して指導するものとされていました。しかし、このような場合、さ

らにその障害の状態の改善・克服に役立つ指導が行われるならば、よりよ

い状態にすることも可能になる場合があります。このことによって、障害

の状態に応じたきめの細かい対応ができるようになります。「通級による

指導」は、このような意義をもった特別支援教育の指導形態です。

「通級による指導」は、障害の状態がそれぞれ異なる個々の児童生徒に、

個別指導を中心とした特別の指導をきめ細かに、弾力的に提供する教育で

す。この指導は週に数単位時間程度の指導ですから、教科の学習等大半の

授業は、通常の学級で行われます。「通級による指導」は、障害の状態を

改善・克服するための指導が児童生徒のニーズに応じて受けられる上に、

通常の学級における授業においてもその指導の効果が発揮されることにつ

ながることになり、その効果が大いに期待されるものです。

ここで、留意すべきことは、特殊学級との関係です。特殊学級に在籍す
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る児童生徒が、一部教科の指導や学級活動などに通常の学級の児童生徒

とともに参加している場合があります。

これは、「交流及び共同学習」と位置づけられる活動であり、障害のあ

る児童生徒と障害のない児童生徒との「交流及び共同学習」は、同じ社

会に生きる人間として、互いを正しく理解し、共に助け合い、支え合っ

て生きていくための基盤づくりとなる重要な活動です。

ただし、この場合においても、特殊学級に在籍する児童生徒は、特殊

学級における教育を中心として受けることを前提にしており、必要に応

じ、「交流及び共同学習」を実施するものです。

そのため、通常の学級に在籍している比較的障害の程度が軽い児童生

徒を対象として、その障害の状態に応じ、週に数回程度特別の指導を実

施する通級による指導とは異なるものといえます。

※　本項を含め、以下、小学校若しくは中学校又は中等教育学校の

前期課程を、「小・中学校」として示すこととします。

また、平成１８年６月２１日に公布された「学校教育法等の一部を

改正する法律」により、平成１９年４月以降、「盲・聾・養護学校」

は「特別支援学校」に、「特殊学級」は「特別支援学級」となります。

第１章　「通級による指導」の趣旨・経緯と制度的位置づけ
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（１）「通級による指導」の創設について

通常の学級で教科等の大半の教育を受け、その障害に応じて特別の指導

を受ける「通級による指導」と同様の教育方法は、平成５年の制度化以前

にも、言語障害の場合にみられていたようです。この場合は、言語障害の

特殊学級に在籍して指導を受ける形でしたが、この障害の特質から、一般

の教科等の授業を通常の学級

で受けることは必ずしも不可

能ではなく、このことから「通

級による指導」の制度化の要望

が高まった経緯があります。

文部省（当時）では、平成２

年６月に通級学級に関する調

査研究協力者会議を設置して、

通級による指導を実施する場

合の具体的な課題等について

検討を行い、平成４年３月３０

日に同協力者会議の「審議の

まとめ」を発表しました。

この提言を受け、文部省で

は、通級による指導を受ける

場合の教育課程の取扱いにつ

いて明確化するため、学校教

２.  これまでの経緯
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（各年度５月１日現在） 
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通級による指導を受けている児童生徒数の推移
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通級による指導は、教育課程上どのように位置づけら

れているのでしょうか。

通級による指導は、学校教育法施行規則第７３条の２１及び第７３

条の２２に基づき、小・中学校において、各教科等の授業は通常の

学級で受けつつ、障害の改善・克服に必要な特別の指導を「通級指導教室」

といった特別の指導の場で受ける教育の形態です。

具体的には、言語障害等の一定の障害で軽度の障害のある児童生徒につ

いては、特別の教育課程を編成することができるということです。それに

よって週１から８単位時間（学習障害及び注意欠陥多動性障害については

月１単位時間から可能）の自立活動を中心とした指導と、必要に応じて各

教科の補充指導が可能になります。また、他の学校に通ってこの指導を受

ける場合は、在籍校の校長がその授業を自校の授業とみなすことができる

こととされています。

１.  指導内容・方法
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指導内容・方法1
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通級による指導の位置づけ



通級による指導における「特別の教育課程」の内容に

ついて教えて下さい。

通級による指導における「特別の教育課程」については、平成

５年に定められた告示において示されています（第１章３の（２）

「指導内容・指導時間について」参照）。

この告示においては、通級による指導における「特別の教育課程」を

小・中学校の通常の教育課程に加え、又は振り替えて実施することが出

来る旨を定め、この「特別の教育課程」において行う特別の指導は次の

二つであるであるとしています。

一つが、障害の状態に応じ、障害の状態の改善・克服を目的とする指

導、すなわち盲・聾・養護学校における自立活動に相当する内容を有す

る指導です。指導に当たっては、盲学校・聾学校及び養護学校小・中学

部学習指導要領に規定する自立活動の目標や内容を参考に学習活動を行

うことになります。

もう一つが、障害に応じて各教科の内容を補充するための特別の指導

です。通級による指導においては、自立活動に相当する内容の指導を行

うことが基本となり、特に必要がある場合に各教科の内容を補充するた

めの指導を実施することになります。

また、この告示においては、通級による指導を行う際の授業時間数に

ついても定めています。通級による指導の授業時間数については、障害

の状態の改善・克服を目的とする指導及び各教科の補充指導を合わせて、

年間３５単位時間から２８０単位時間（週当たり１単位時間から８単位時間相

当）を標準としています（学習障害及び注意欠陥多動性障害の児童生徒は

年間１０単位時間から２８０単位時間）。

第2章　「通級による指導」Q&A
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対象となる児童生徒について教えて下さい。

通級による指導の対象となるのは、言語障害、自閉症、情緒障

害、弱視、難聴、学習障害（以下「ＬＤ」といいます。）、注意欠

陥多動性障害（以下「ＡＤＨＤ」といいます。）、肢体不自由、病弱・身体

虚弱の児童生徒です。

なお、小・中学校の通常の学級に在籍する児童生徒のうち、これらの障

害の状態の改善又は克服を目的とする指導が必要とされる児童生徒が対象

となりますので、特殊学級あるいは盲・聾・養護学校に在籍する児童生徒

は通級による指導の対象とはなりません。（学校教育法施行規則第７３条の

２１、「障害のある児童生徒の就学について（通知）」（平成１４年５月２７日付

け文科初第２９１号）及び「通級による指導の対象とすることが適当な自閉

症者、情緒障害者、学習障害者又は注意欠陥多動性障害者に該当する児童

生徒について（通知）」（平成１８年３月３１日付け文科初第１１７８号）参照）

通級による指導の対象となる児童生徒がいる場合、ど

のようなスペースを利用すればよいのでしょうか。

通級による指導は、学校内に通級による指導のための専用のス

ペースを設けて指導を行う場合もあれば、そのようなスペースが

無くとも、空き教室、図書室、特殊学級等の既存のスペースを活用して指

導を行う場合もあります。

以下、通級による指導を行う場として「通級指導教室」という名称を使

いますが、これは、専用のスペースを設けて指導を行うようなケースだけ

でなく、その他の既存のスペースを活用して柔軟に指導を行うケースをも

意味します。通級による指導の対象となる児童生徒がいる場合には、児童

生徒の障害の状態に応じ、各地域や学校において様々な工夫を行って「通

１.  指導内容・方法
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